
平成30年度　第2回事業評価監視委員会　審議案件⼀覧（道路事業：再評価）

前回 今回 前回 今回
※開通済み延⻑には

H30予定含む
【　】は前回との差 【　】は前回との差 【　】は前回との差 【　】は前回との差 【　】は前回との差

H28
4.6km

（2.8km）
6.0km

（2.8km） 243億円 363億円 35年 36年 　82,300台/⽇ 　82,700台/⽇【+400】 1.3 1.4 1.6 1.9
【前々回
H25】

（社会情勢
変化）

　　【＋1.4km】
○箱堤交差点区間の追

加

　　【＋120億円】
○箱堤交差点の⽴体
化

H1〜H35 H1〜H36
【＋1年】

事業計画区間の
変更を踏まえた事
業期間の延⻑

■推計：H17OD第２段階改善

将来OD変更による増加

■推計：H22OD

【前々回】
事業費の増加に

より

【+0.1】
整備効果が⾼い
区間の追加による

B/C増加

【前々回】

事業費の増加によ
り

【+0.3】
整備効果が⾼い
区間の追加による

B/C増加

※第２段階改善：平成25年度から反映。各交通分野毎に推計していた分布交通量（ＯＤ表）を統合して推計（将来交通量推計が過⼤にならないように、全国統⼀で２段階で改善）

今回 前回

　前回
　評価
　年度
【　】で前々回
評価年度を
記載している
事業は、前回
評価で前々
回の費⽤便
益分析結果
を⽤いた事業

(  )は今回再
評価理由

⾞線数

前回 今回

事業延⻑の変化
（　）内は開通済み延⻑（H30.4時点）

番号 審議
区分 県名 事業名

資料１

残事業

費⽤便益⽐の変化事業費の変化 事業期間の変化 計画交通量の変化

前回 今回

全体

今回

H31年度以降
開通予定

（H30.4時点）

対応⽅針
(原案)

前回

－

事
業
継
続

⼀般国道4号
仙台拡幅

１
(資料3)

重点 宮城 6/6
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